
俵
橋
小
学
校
閉
校
事
業
趣
意
書

盛
夏
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
か
ら
俵
橋
小
学
校
の
教
育
活
動
に
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
俵
橋
小
学
校
は
、
大
正
五
年
、
私
立
中
標
津
原
野
教
育
所
と
し
て
開
校
し
て
以

来
、
こ
の
令
和
元
年
度
で
百
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
長
い
歴
史
の
中
で
、

教
職
員
を
は
じ
め
地
域
の
人
々
の
力
を
得
な
が
ら
逞
し
く
確
か
な
教
育
実
践
を
残
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
の
少
子
化
に
よ
り
、
少
人
数
が
故
に
教
育
活
動
が
困
難
と
な
る
状

況
も
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
、
俵
橋
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
後
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
熟
議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
一
月
、
各
町
内
会
総
会
及

び
俵
橋
連
合
町
内
会
総
会
に
て
、
子
ど
も
の
将
来
に
と
っ
て
最
良
な
選
択
は
何
か
と
い

う
視
点
で
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
条
件
を
最
優
先
に
考
え
閉
校
を
決
定

し
た
し
だ
い
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
大
正
五
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
俵
橋
の
子
弟
の
教
育
の
任
を
負

い
、
社
会
に
数
多
く
の
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
、
地
域
文
化
の
精
神
的
支
え
で
も
あ
っ

た
我
が
学
舎
へ
百
四
年
間
の
感
謝
の
意
を
表
す
こ
と
を
企
図
し
、
「
俵
橋
小
学
校
閉
校
事

業
協
賛
会
」
を
設
立
し
、
左
記
の
内
容
に
て
、
事
業
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
事
業
と
致
し
ま
し
て
は
、
次
の
事
業
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

○

記
念
碑
の
建
立

○

閉
校
式
典
（
令
和
元
年
十
一
月
二
十
四
日
一
〇:

〇
〇
～
を
予
定
）

○

と
も
し
び
を
語
る
会
（
令
和
元
年
十
一
月
二
十
四
日
一
二:

三
〇
～
を
予
定
）

○

閉
校
記
念
誌
の
作
成
（
発
送
は
令
和
二
年
三
月
を
予
定
）

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
標
津
町
か
ら
助
成
金
を
頂
く
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
母
校
の
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
に
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
関
係
各
位
の
皆
様
に
御
寄
附
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
特
段
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

俵
橋
小
学
校
閉
校
事
業
協
賛
会

会
長
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司

中
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付
記
一

一

事
業
内
容

（
一
）

記
念
碑
の
作
成

（
二
）

閉
校
式
典

日

時

令
和
元
年
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
一
〇:

〇
〇
～

式

場

中
標
津
町
立
俵
橋
小
学
校
体
育
館

（
三
）

と
も
し
び
を
語
る
会

日

時

令
和
元
年
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
一
二:

三
〇
～

式

場

寿
宴

（
四
）

記
念
誌
の
作
成

令
和
二
年
三
月
発
刊
予
定

二

事
業
経
費
内
訳

（
一
）

事
業
費

六
十
万
円

（
二
）

式
典
費

五
十
万
円

（
三
）

記
念
誌
費

百
二
十
万
円

（
四
）

事
務
通
信
費

七
十
三
万
円

三

募
金
要
項

（
一
）
募
金
期
間

令
和
元
年
六
月
一
日
よ
り
令
和
元
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

（
二
）
募
金
目
標
額

百
二
十
万

（
三
）
募
金
方
法

一
口
五
千
円
（
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
記
念
誌
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

（
四
）
振
込
金
融
機
関

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

〇
二
七
一
〇

九

五
〇
五
一
二

口
座
名
「
中
標
津
町
立
俵
橋
小
学
校
閉
校
事
業
協
賛
会
」

四

連
絡
先

中
標
津
町
立
俵
橋
小
学
校
閉
校
事
業
協
賛
会
事
務
局

中
標
津
町
字
俵
橋
九
三
八
番
地
三

中
標
津
町
立
俵
橋
小
学
校
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
五
三
ー
七
三
ー
三
八
六
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
一
五
三
ー
七
三
ー
三
八
二
四


